
新

を
迎

え

る

こ

と
が

で
き

た

の

で

は
な

か

っ
た

か
。

朱

墨

つ
い
で
な
が
ら
、
朱
墨

に
つ
い
て
、

ち
ょ

っ
と
ふ
れ

て
お
こ
う
。

『
毛
吹
草
』

に
色
墨
と
あ

る
の
は
、

お
そ
ら
く
朱
墨

の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
朱

は
二
硫
化
水
銀
で
、
天
然

に
は
辰
砂
と
し
て
産
出
す
る
(艀
雕
躑
拗
融
繊
硯
山
)。

郡
山
藩

の

柳
沢
淇
園

(柳
里
恭
)
の
、

延
享
五
年

(
一茜
八
)

ご

ろ
と
推
定

さ
れ

る
日
記

に
、
奈
良

の
業
者

に
朱
墨
を

つ
く
ら

せ
て
い
る
記
事
が
あ

る
。

一
部
の
墨
屋

で
、

朱
墨

の
製
造
に
も
従

っ
て
い
た
も

の
と
み

ら
れ
る
。

江
戸
時
代
、

辰
砂

や
朱

は
朱
座

が
取
扱

っ
て

い
た
。

享
保
六
年

(
毛
三
)
辰
砂
は
こ
れ

ま
で
朱
座
で
商
売

し
て
い
た
が
、

今
後

は
薬
種
屋
で
も
取

扱

っ
て
よ
い
と

の
お
触
れ
が
出

て
お
り
、

同
十
九
年

(
一七
三
四)
に
は
、

に
せ
朱
墨
を

つ
く

っ
て
売

る
者
が
あ
る

の
で
、

こ
れ
を
禁
止
す
る
と
布
達
し

て

い
る
。

ま
た
、
寛

政
八
年

(
一七
九六
)
、

朱

お
よ
び
朱
墨
に

つ
い
て
、

朱

座
の
ほ
か
江
戸

・
京

・
大
坂

・
奈
良

・
堺

で
仲
買

の
者
を
申
付

げ
、

こ
れ

ら
仲
買

か
ら
買

っ
て
も
よ
い
と
触
れ
出

さ
れ

る
が
、

天
保

十
四
年

(
天
四lil)
に
は
仲
買

の
者

を
差
止

め
、

も
と
の
よ
う

に
朱
座
だ
け
か
ら
買
う

よ
う

命
じ
て
い
る
(離

瓢

鞭
集
)。

幕
末
、
木
下
新
六
(ト
鉱
姻
駄
六
)が
あ
ら
わ
れ
て
墨
屋
大
森
徳
兵
衛
方
で
朱
墨
の
製
造
に
あ
た
り
、
明
治
初
年
独
立
し
て
木
下
照
瞬
堂
を
創
業
、

ほ

と
ん
ど
独
占
的
な
朱
墨
業
者
と
な
る
。
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第
五
節

名

産

拾

遺

奈
良
晒

・
酒

・
墨

の
ほ
か
、
近
世
の
奈
良
に
数
々
の
特
産
品
の
あ

っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
第

一
節

で
み
た
と
お
り

名

産

の

史

料

だ
が
、
そ

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
史
料
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
た
と
え
ば
筆
に
つ
い
て
も

そ

う

で

あ

る
。
墨
と
い
え
ば
筆
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、筆
が
名
産
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
嘉
永
三
年

(
一会
O
)

の

「大
和
細
見
図
」
あ
た
り
か
ら
の
こ
と
で
、

そ

の
た
め
も
あ

っ
て
か
、

寛
文
十
年

(一六七〇)
の

「
奈
良
町
北
方
弐
十
五
町
家
職
御
改
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帳
L
(燻
細
)
に
筆
屋
四
人
と
筆
結

一
人
の
名
が
あ
り
、

貞
享
四
年

(
一六八七
)
の

『奈
良
曝
』
と
宝
永
年
間

(
一出
℃
㎝
)
の

「総
年
寄
徳
田
勘

兵
衛
諸
事
控
帳
」
(藤
田
文
庫
)に
、
寺
岡
太
兵
衛

・
大
北
半
兵
衛
両
名
の
筆
屋
が
あ
が

っ
て
い
る
以
外
は
、
筆
に
つ
い
て
語

っ
て
く
れ
る
史
料

は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
名
産
や
土
産
と
い
わ
れ
る
も
の
の

一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
歴
史
的
に
あ
と
づ
け

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
断
片
的
な
史
料
の
得
ら
れ
る
い
く

つ
か
の
も
の
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
紹
介

す
る
程
度
で
甘
ん
じ

ざ

る
を
得
な
い
。
以
下
、
江
戸
時
代
の
早
い
時
期
に
さ
か
ん
だ

っ
た
刀
剣

・
具
足
な
ど
の
武
具
を
は
じ
め
、
奈
良

団
扇

・
豊
心
丹

・
法

論
味
喀

・
奈
良
漬

・
饅
頭

・
火
打
焼
な
ど
に
つ
い
て
素
描
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
奈
良
暦
の
ほ
か
、
奈
良
風
炉

・
赤
膚
焼

・
奈
良

人
形
な
ど
の
工
芸
品
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
第
二
節

「教
学
と
文
学
」

・
「
美
術
工
芸
」
の
項
、
草
履
に
つ
い
て
は
第
三

章

第

四

節

「
被
差
別
部
落

の
動
き
」
で
ふ
れ
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

中
世
以
来

の
伝
統
を
う
け
て
、
近
世
に
な

っ
て
も
な
お
、
奈
良
は
刀
剣

の
産
地
と
し
て
聞
こ
え
て
い
た
。
江
戸
時

代

の
は
じ
め
手
掻
派

の
信
濃
守
弘
包
父
子
が
名
工
と
い
わ
れ
た
が
、
鎌
倉
時
代
の
名
匠
、
手
掻
包
永
の
流
れ
を
汲

む
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

『毛
吹
草
』
は
、

奈
良
の
名
物
に
刀
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、

貞
享
四
年

(
ごハ八七
)
の

『奈

さ
や

良
曝
』
に
は
、
刀
屋

一
四
人
を
は
じ
め
と
し
て
刀
鍛
冶
三
人
、
鞘
塗
師

一
四
人
、
と
ぎ
屋

一
七
人
、
小
刀
鍛
冶
二
人
、
ほ
か
に
金
具
屋

二
人
、
焼
付
屋

一
人
、
鞘
師
二
人
、
柄
巻
屋

一
人
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
全
部
で
五
六
人
、
ま
だ
か
な
り
の
隆
盛
を
保

っ
て
い
た

奈

良

刀

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
〇
年
後
の
宝
永
年
間

「
町
代
高
木
又
兵
衛
諸
事
控
」
(藤
田
文
庫
)
に
は
八

人
の
刀
屋
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、

江
戸
刀
屋
四
人

東
城
戸
町

五
郎
兵
衛

北
風
呂
町

小
左
衛
門

北
風
呂
町

甚
右
衛
門

馬
場
町

次
郎
兵
衛

文
殊

四
郎
小
刀

の
図

(『
南
都
名
産
文
集
』
)

149



京
刀
屋
弐
人

柳
町

吉
兵
衛

南
魚
屋
町

四
郎
五
郎

大
坂
刀
屋
弐
人

北
風
呂
町

善
右
衛
門

田
中
町

作
兵
衛

と
あ
る
が
、
二
、
三
〇
年
後

の
享
保
年
間

「
町
代
和
田
藤
右
衛
門
諸
事
控
」
(鱇
醐
)で
は
、

一
奈
良
刀
脇
差
年
中
江
戸
へ
下
シ
申
員
数

一
万
五
千

(西
城
戸
力
)

西
口
町

刀
屋

長
右
衛
門

城
戸
町

大
坂
屋
五
郎
兵
衛

右
両
人
ノ
外
ニ
モ
数
多
製
之
江
戸
下
申
候
、
然
ト
モ
此
両
人
大
分
下
申
候

と
あ

っ
て
、

「
む
か
し

ハ
刀
屋
五
十
二
、
三
軒
も
有
之
由
、
今

ハ
五
、
六
軒
」
と
書

い
て
い
る
。
元
禄

の
こ
ろ
か
ら
急
速
に
衰
え
た
と

み
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
大
量
生
産

に
よ
る
粗
悪
な
刀
が
多
か

っ
た
た
め
、
鈍
刀
を
指
し
て
奈
良
刀
な
い
し
奈
良
物

と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

た
だ
、
小
刀
だ
け
は
往
年
の
声
価
を
保

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
村
井
古
道
は

『南
都
名
産
文
集
』
で
文
殊
四
郎
小
刀
に
つ
い
て

一
項
を
設
け
て
お
り
、
享
保
二
十
年

(一七三五
)
の

『奈
良
坊
目
拙
解
』
で
も
、

北
室
町
に
文
殊
四
郎
包
元
、

西
寺
林
町
に
文
殊
四
郎
包

常
が
住
み
、
い
ず
れ
も
手
掻
包
永
の
末
孫
だ
と
特
筆
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
名
前
は
、
す
で
に

『奈
良
曝
』
に
も
小
刀
鍛
冶
と
し
て

出

て
い
る
か
ら
、
両
家
は
代
々
も

っ
ぱ
ら
小
刀
を
業
と
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

刀
剣
と
な
ら
ん
で
さ
か
ん
だ

っ
た
武
具
に
具
足
が
あ

っ
た
。
具
足
は
甲
周
の
こ
と
だ
が
、
戦

国
末

の
兵
器
の
変
化

具

足

に
対
応
し
て
つ
く
ら
れ
た
大
形
鉄
板
を
綴
じ
合
わ
せ
た
甲
冑
類
を
当
世
具
足
と
称
し
、
江
戸

時
代

に
は
た
ん
に
具

足
と
呼
ん
だ
。
慶
長
の
こ
ろ
、
奈
良
の
具
足
師
の
名
手
と
し
て
聞
こ
え
の
高
か
っ
た
の
が
、
高
天
町
に
住
ん
で
い
た
岩
井
与
左
衛
門
で

あ

っ
た
。

彼
は
慶
長
十
六
年

(1六
11)
幕
府
か
ら
奈
良
晒
の
尺
幅
検
査
と
朱
印
の
押
印
を
命
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
有
力
町
人
で
、

家
康
が

さ
な
か

大
坂
出
陣
の
た
め
奈
良
に
滞
陣

の
折
り
、
岩
井
家
に
泊
ま

っ
た
と
い
う
伝
え
も
あ
る
。
与
左
衛
門
は
、
大
坂
冬
の
陣
最
中
の
慶
長
十
九

ユ50



第二章 奈良町の産業

年

(一六
一四)
十
二
月
、

家
康
の
住
吉
の
陣
営
に
自
作
の
甲
冑
を
捧

呈
し
た
と
こ
ろ
、

「稲
富
宮
内
重
次
に
銃
も
て
試
し
む
、
三
文
目

五
分
の
玉
を
以
て
試
す
と
い
へ
ど
も
、

裏
掻
事
を
得
ず
」
(
『徳
川

実
紀
』
)

三
匁
五
分

の
弾
丸
も
、
そ
の
具
足
を
打
ち
ぬ
け
な
か

っ
た
と

い
う
。
与
左
衛
門
は
ほ
ど
な
く
江
戸
に
赴

い
た
ら
し
い
が
、
家
族

は
奈
良
に
あ

っ
て
幕
府
の
御
用
具
足
師
を
つ
と
め
、
江
戸
屋
を
称

し

て
繁
盛
す
る
。

貞
享
四
年

(一六八七)
の

『
奈
良
曝
』
は
、
「諸
職
名
匠
」
の
筆
頭

に
具
足
屋
を
と
り
あ
げ
、
「
具
足
屋
の
家
に
三
家
あ
り
」
と
し
て
、

越
後
屋
半
田
喜
兵
衛
、
江
戸
屋
岩
井
与
左
衛
門
、
左
近
次
郎

(卸
鵬

奈 良 具 足

(『大 日本名産図会』)

結
鋲
攣

の
三

家

を

あ

げ

、

ま

た

は
、

越

後

屋

半

田

家
、

か

う

し

や
岩

井
孫

四
郎

家

、

春

田
又

左

衛

門

家

を

い
う

と

も

記

し

、

「
当
代

岩

井

与

左

衛

門

家

(
「庁
中
漫
録
」
に
は
「
明
暦
三
年
江
戸

一家
引
越
」
と
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
こ
の
与
左
衛
門
家
は
、
同
族
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

)
は

ん

じ

や

う

な

る

に

つ
き

具

足

不
残

岩

井

を
名

字

と

す

る
」

と

書

い

て

い
る

が

、

一
般

に
岩

井

・
半

田

・
春

田

・
左

近
次

の

四
氏

が

奈

良

甲

冑

(
奈
良
具
足
)
の

四
家

と
称

さ

れ

た
。

『
奈

良

曝
』

に

は

、
高

天

よ
ろ

い

 町
江
戸
屋
岩
井
与
左
衛
門
を
筆
頭
に
具
足
屋

一
五
軒
の
ほ
か
、
胴
鍛
冶
四
軒
、
甲
鍛
冶
五
軒
、
小
手
鍛
冶
七
軒
、
具
足
塗
師

一
六
軒
、

具
足
仕
立
師

一
二
軒
な
ど
合
計
五
九
軒
の
具
足
職

の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
当
時
な
お
且
ハ足
の
生
産
が
盛
況
を
保

っ
て
い
た
よ
う
に

み
え
る
。

太
平
を
謳
歌
し
た
元
禄
以
降

の
具
足
は
、
実
用
を
無
視
し
た
飾
り
具
足
に
な

っ
て
い
く
が
、
宝
永
年
間
の

「
町
代
高
木
又
兵
衛
諸
事

控
」
(燃
齠
)に
は
、

つ
ぎ
の

一
二
人
の
具
足
屋
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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薬
師
堂
町

春
田
又
左
衛
門

細
川
越
中
守
様
御
扶
持
入

高
天
市
町

岩
井
三
良
左
衛
門

松
平
讃
岐
守
様
御
扶
持
人

今
辻
子
町

岩
井
与
七
郎

松
平
越
中
守
様
御
扶
持
人

三
条
町

岩
井
半
兵
衛

園
部
美
濃
守
様
扶
持
人

三
条
町

半
田
喜
兵
衛

紀
州
様
御
具
足
師

花
芝
町

岩
井
吉
左
衛
門

中
院
町

岩
井
喜
四
郎

池
ノ
町

春
田
庄
兵
衛

中
辻
町

岩
井
新
兵
衛

東
寺
林
町

岩
井
平
次
兵
衛

中
辻
町

岩
井
五
良
兵
衛

薬
師
堂
町

岩
井
源
兵
衛

な
お
、
享
保
年
問
の

「
町
代
和
田
藤
右
衛
門
諸
事
控
」
(轗
貍

に
は
、

大
坂
御
城
中
御
具
足
毎
年
御
製
直

弐
百
領
程

南
都

喜
四
郎

大
坂
六
人

京
都
二
人

右
九
人
江
被
仰
付
候

と
あ
る
。
喜
四
郎
は
、
宝
永
年
間
の
中
院
町
岩
井
喜
四
郎
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
需
要
の
減
少
と
と
も
に
、
具
足
の
生
産
は
衰

え

て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
文
化
十
年

(
一益
6

の

『
大
日
本
名
産
図
会
』
は
、
な
お
奈
良
具
足
の
絵
を
掲
げ
て
い
る
。

楽

良

団

扇

奈
良
団
扇
に
つ
い
て

『
大
和
人
物
志
』
は
、
岩
井
善
助
の
項

に

岩
井
善
助
は
応
永
年
間
の
人
に
し
て
、
奈
良
団
扇
の
創
製
者
な
り
。
そ
の
祖
先
は
甲
冑
師
な
り
し
が
、
善
助
に
至
り
軍
配
団
扇
に
象
り
て
団
扇

を
案
出
し
、
尓
後
代
々
団
扇
製
造
を
業
と
せ
り
。
年
々
奈
良
役
所
よ
り
幕
府
へ
献
上
せ
し
団
扇
は
、
総
て
同
家
の
製
作
に
係
り
、
安
政
の
頃
ま
で

外
国
交
易
品
と
し
て
輸
出
せ
し
と
そ
。
十
六
世
善
三
郎
に
至
り
そ
の
製
法
は
世
に
拡
が
り
、
奈
良
団
扇
は
今
尚
ほ
一
の
名
産
な
り
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と

書

い

て

い
る

が
、

ど

こ
ま

で
事

実

を
語

っ
て

い

る

か
、

す

こ
ぶ

る

疑

わ

し

い
。

し

か

し

、

応

永

二

十

七

年

(
茜
二
〇
)

に
奈

良

の
団

扇
の
こ
と
が
み
え
(靄

)、

十
五
世
紀
末
葉
か
ら

十
六
世
紀
に
か

ま

き
え

け
て
、
奈
良
か
ら
堺

へ
刀
剣

・
蒔
絵

・
人
形
な
ど
と
と
も
に
団
扇

も
送
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
奈
良
団
扇
も
ま
た
中
世
以
来
の
伝
統

を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。

『多
聞
院
日
記
』

に
は
、
た
と
え
ば
天ム

　

正
四
年

(蓋
七六)
六
月
五
日
の
条
に

「助
二
郎
京

へ
為
二
商
売
一
団

脱
力
)

以
下
持
上
」

と
あ
り
、

天
正
二
十
年

(豆
空
)
六
月
二
十

一
日
の

条

に
は

「北
法
印
御
見
舞
桑

ノ
板
の
団
扇

一
本
」
と
あ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
江
戸
初
期
の

『
毛
吹
草
』
に
は

「
渋
団
扇
」
と
あ

っ
た
。
渋
団
扇
は
、
表
面
に
柿
渋
を
ひ
い
た
、
赤
黒
く
て
丈

す
か
し
ぼ
り

夫
な
団
扇
を
い
う
。
春
日
野
の
鹿
や
藤
の
花
、
南
都
八
景
な
ど
の
風
物
を
透
彫

に
し
た
い
わ
ゆ
る

「奈
良
団
扇
」

は
、
当
時
は
ま
だ
な

か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

奈
良
団
扇
に
つ
い
て

『
嬉
遊
笑
覧
』
(峡
嫩
計
㌍
嘩
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「人
倫
訓
蒙
図
彙
」
の
奈
良
う
ち
は
は
、
春
日
の
社
人
の
中
に
是
を
作
る

爰
の
団
扇
は
早
く
聞
え
た
り
、

「洛
陽
集
」
三
笠
山
藤
は
散

け
り
祢
宜
う
ち
は
行
正
又
延
宝
三
年
の

「南
都
名
所
集
」
に
も
団
扇
売
り
の
童
の
絵

(94
翼,)
あ
り

『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

の
い
う
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
奈
良
団
扇
は
、
主
に
春
日
社
の
神
官
の
手
内
職
で
つ
く
ら
れ
た
。

『奈
良
曝
』

う
ち
わ

や

に
は
団
屋
と
し
て
、

つ
ぎ

の
四
人
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

春
日
承
仕

春
日
祢
宜

南
郷
権
左
衛
門

野
田
祢
宜
町

北
が
わ

三
島
宗
益

高
畠
松
南
辻
子
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同

北
ノ
大
道

梅
木
孫
之
丞

同

新
開
町

丸
山
八
兵
衛

は
じ
め
に
名
の
あ
が

っ
て
い
る
三
島
宗
益
は
涼
風
軒
と
号
し
、
名
手
の
聞

こ
え
が
高
か

っ
た
。
名
手
と
い
う
か
ら
に
は
透
彫
り
団
扇

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
奈
良
曝
』
の
出
た
貞
享
四
年

(宍
八七)
の
こ
ろ
に
は
、

す
で
に
透
彫
り
の
団
扇
が

つ
く
ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

享
保
年
間
の

「
町
代
和
田
藤
右
衛
門
諸
事
控
」
(燻
貍

に
は
、

一
団
扇
ノ
始
不
レ慥

高
畠
ニ
テ

銀
十
六
七
貫
目
計
リ
ヵ
年
中

耐野
m田
ニ
テ

衵軟
=
喜
貝
日目ムホ

双
方
銀
高

弐
十
貫
目
余

団
扇
大
概
弐
十
万
余
程
モ
年
中
二
出
来
可
申
哉

高
畠上

四
万
余

金
子
七
十
両
計

　
マ
マ
　

下

三
十
五
万
余

金
子
百
五
六
十
両
計

野
田上

一
万
三
千
余

金
子
六
十
両
計

右
年
中
出
来
仕
候

元
禄
壬
申
五
年
八
月
十
六
日

榊
原
兵
庫

と
あ
る
。

元
禄
五
年

(一六九二)
二
〇
万
本
余
の
生
産
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

野
田
の
上
の
価
格
は
平
均

一
本
に

つ
き
高
畠
の
上
の
お

よ
そ
二

・
六
倍
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
は
野
田
で
つ
く
ら
れ
る
団
扇
は
、
透
彫
り
の
五
色
の
奉
書
紙
を
用
い
た
優
美
高
尚
な
も
の
が
多

か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
高
畠
の
下
と
い
う
の
は
、
台
所
で
火
起
こ
し
に
用
い
ら
れ
る
渋
団
扇
な
ど
を
指
し
た
も
の
と
み
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ら
れ
る
。

さ
き

の

「諸
事
控
」
に
よ
る
と
、
毎
年
(土
用
の
入
り
だ

っ
た
と
い
う

)
奉
行
所
か
ら
、
将
軍
に
五
本
、
老
中
五
人

・
側
用
人
二
人

・
若
年
寄
四
人
に
各

三
本
宛
、
御
側
衆
九
人
に
二
本
宛
、
献
上
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
く
透
彫
り
の
最
上
の
奈
良
団
扇
だ

っ
た
に
ち
が
い

な
い
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
中
村
春
長
(
一猷
κ
旭
)が
団
扇
づ
く
り
の
妙
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
中
村
家
は
代
々
春
日
社
の
祢
宜
で
、

団
扇
づ
く
り
に
た
ず
さ
わ

っ
て
き
た
家
柄
で
あ
る
。
春
長
は
透
彫
り
の
技
に
す
ぐ
れ
、
そ
の
傑
作
を
朝
廷
や
幕
府

に
献
上
し
た
が
、
献

上
先
の
紋
章
な
ど
も
好
ん
で
彫

っ
た
と
い
う
。

明
治
七
年

(
天
茜
)
の
団
扇
の
生
産
高
は

一
八
万
本
、

一
五
八
六
円
五
銭
(甑
翻
勲
%
年
)、

元
禄
の
こ
ろ
の
生
産
高

に
近
い
。

江
戸
中
期

以
降
、
二
〇
万
本
前
後
の
生
産
を
維
持
し
な
が
ら
、
明
治
を
迎
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
奈
良
町
か
ら
は
西
に
は
ず
れ
る
が
、
西
大
寺
の
豊
心
丹
も
、

『毛
吹
草
』
以
来
奈
良
の
名
産
に
数
え

豊

心

丹

ら
れ
て
き
た
。

豊
心
丹
は
、

仁
治
三
年

(
三
四二
)
四
条
天
皇
の
命
に
よ

っ
て
疫
病
退
散
の
祈
願
を
行
な

っ
た
西
大

寺

の
叡
尊
が
、

満
願
の
夜
に
神
明
の
感
応
が
あ

っ
て
創
製
し
た
も
の
と
伝
え
る
が
、
異
説
も
多

い
。

天
正
六
年

(一五七八)
の

『
金
瘡
秘

伝
』
に
よ
る
と
、

ひ
は

つ

せ

ん
き

ゆ
う

人
参

二
朱

白
檀

一
分

沈

香

一分
三
朱

畢
撓

二
分

樟
脳
三
朱

縮
砂

一
分

丁
字
三
朱

木

香
三
朱

川

苛

二
朱

桔
梗
二
朱

麝

香
二
朱

び

ん
ろ
う

じ

か
つ

こ
う

無
上
茶
二
両

梹

榔

子
一分
二
朱

金
箔
五
〇
枚

奮

香
一分
三
朱

を
調
合
す
る
と
あ
る
。

豊
心
丹
の
名
は

『
多
聞
院
日
記
』
の
天
正
十
七
年

(互
発
)
十
月
晦
日
、

同
十
八
年
三
月
四
日
の
条
な
ど
に
み

え
、
贈
答
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

く
だ

り
ば
ら

し

ぷ
り
ば

ら

か
ぜ
け

江

戸

時
代

の
早

い
時
期

か

ら
、

痢

病

・
泄

瀉

・
渋

腹

・
風

気

を

は
じ

め
暑

気

あ

た

り
、

頭

痛

・
二

日
酔

・
心
気

の
疲

れ

・
吐

血

・
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下

血

・
小

児

の
虫

・
そ

の
他

万
病

に
き

く
薬

と

し

て
、

販

売

さ
れ

る

よ

う

に
な

っ
た

と

み

ら

れ

る

。

さ

き

の
原
料

を
寒

晒
粉

で
練

っ
て

丸
薬

に

し

た
も

の

で
、

一
包

二
〇

粒

(
一
回
に
六
千
粒
つ

く
っ
た
と
い
う

)、

大

人

は

一
回

一
包

、

一
日

二

回
、

白

湯

を
用

い

て
飲

む

よ
う

に

指

示

し

て

い
る

。

「
南

都

西

大
寺

豊

心

丹
趣

意

」

は
、

「
其

効

速

二
其

能

著

シ

キ

コ

ト
世

人

ノ
善

ク
知

ル
所

ニ
シ
テ
世

二
無

二
比

類

一良

薬

也

」

と
自

賛

し

て

い

る
が

、

村

井

古

道

も

「
良
薬

な

る

の
功

能

ハ
あ

ま

ね

く
知

る
所

な

れ

は

い

ふ

に
や

お

よ

ふ
、

し

あ

な
か
し

こ

か
く

の
こ
と
は
穴

賢
」
(輪
飾
馨

と
た
た
え
て
い
る
。
西
大
寺
で
は
、
正
月
七
日

か
ら
十
四
日
ま
で
製
薬
呪
法
を
厳
修
し
、
禁
裏
と
江
戸
表

へ
献
上
し
て
い
た
と
い
う
。

豊心丹包紙
(『南都名産文集』)

豊
心
丹
の
評
判
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

こ
れ
を
ま
ね
た
似
せ
薬
が

つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
し
い
。

宝
永
二
年

(一七〇五)
西
大
寺

か
ら
奉
行
所

へ
、
似
せ
薬
が
横
行
す
る
と
名
声
が
落
ち
る
か
ら
、
き
び
し
く
取
締
ま

っ
て
ほ
し
い
と
願

い
出
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
奈

良
奉
行
妻
木
彦
右
衛
門
か
ら
、
似
せ
薬
を
禁
止
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
覚
書
が
布
達
さ
れ
て
い
る
(配
郵
)。

覚

セ
シ
メ

カ
ネ
ガ
ネ

近
年
西
大
寺
豊
心
丹
之
儀
、
所

々
二
而

似

せ
薬
令
一一調
合

一、
西
大
寺

号
并
院
号
迄
も
似

せ
候
而
商
売
候
段

、
兼

々
相
聞
江
不
届
之
仕
形

二
候
、
向

モ
シ
ア
イ
ソ

ム
キ

キ
ツ
ト

後
少
も
似

せ
薬
仕
間
敷
候
、
若
相

背

候
者
有

レ之
候
者
、
急
度
可
二申
付

一候
間
、
右
之
趣
寺
社
領
江
可
レ致

二相
触

一候

以
上

酉
三
月
九
日

妻

彦
右
衛
門

興
福
寺

東
大
寺

町

方

寺
号
や
院
号
と
あ
る
の
は
、

「坊
中
に
こ
と
く

く
あ
り
」
(醜
蹴
姻
略
)
と
あ
る
よ
う
に
、

豊
心
丹
は
寺
中
の
各

子
院
で
つ
く
ら
れ
て

 お
り

、

下

図

の

よ
う

に
院

名

も

記

し

て
発
売

さ

れ

て

い
た

か

ら

で
あ

る
。

同

じ

よ

う

な

こ
と

は
、

寛

保

四

年

(
一七
四
四
)

に

も
あ

っ
た

こ
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と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、

享
保
十
八
年

(一七三三)
の

『
呉
服
名
物
類
纂
』

に

「
西
大
寺
か
き
り
申
候
、
併
只
今

二
而
者
方
々
似
セ
多

ク
仕
候
而
も
う
れ
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

豊
心
丹
を
称
す
る
薬
の
製
造
販
売
が
絶
え
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

安
永
七
年

(毛
七八)

豊
心
丹
を
め
ぐ

っ
て
、
西
大
寺
の
竜
池
院

・
一
ノ
室
と
奈
良
の
薬

の
老
舗
菊
岡
家
と
の
間
に
争
論
が
お
こ
っ
て
い
る
。
西
大
寺
側
は
、

菊
岡
家
の
豊
心
丹
を
似
せ
薬
と
し
て
、
そ
の
差
留
め
を
奉
行
所
に
要
求
、

こ
れ
に
対
し
菊
岡
家
は
、
豊
心
丹
の
創
製
者
西
大
寺
の
叡
尊

は
当
菊
岡
家
の
出
で
、
こ
れ
に
由
来
す
る
製
薬
は
当
然
と
主
張
、
七
月
裁
許
が
あ
り
、
菊
岡
の
豊
心
丹
は
年
来
製
薬
の
伝
来
の
も
の
故

差
留
め
は
で
き
な
い
、
た
だ
し

「
西
大
寺
豊
心
丹
菊
岡
」
の
商
標
は
禁
止
、
以
後
は
寺
号
を
除
き

「伝
来
豊
心
丹
菊
岡
」
と
称
す
る
こ

と
で
落
着
を
み
た
(菊
烱
諏
)。
菊
岡
の
豊
心
丹
は
、
奉
行
所
の
公
認
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
あ
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
伝
香

寺
で
も
豊
心
丹
の
製
造
販
売
を
行
な

っ
て
い
た
ら
し
く
、
豊
心
丹
の
効
能
な
ど
を
記
し
た
版
木
が
残
さ
れ
て
い
る
。

村
井
古
道
の
父
道
弘
の
延
宝
三
年

(一六芸
)
の
序
が
あ
る

『
南
都
名
所
集
』

元
興
寺
の
条
に
、

「
こ
の
院
(鰰
」

に

法

論

味

噌

ご
み
よ
う

ほ
ろ
み
そ

し
そ

ご
み
よ
う
み
そ

は
護
命
僧
都
の
住
み
た
ま
ひ
し
な
り
。
こ
の
人
法
論
味
噌
を
仕
初
め
た
ま
ひ
け
る
ゆ
ゑ
に
、
護
命
味
嗜
と
も
い
ふ
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な
り
L
と
あ
り
、

法
論
味
噌
の
色
や
さ
な
が
ら
よ
だ
ち
雲

の

一
句
を
の
せ
て
い
る
。

『雍
州
府
志
』

『
和
州
旧
跡
幽
考
』

『奈
良

坊
目
拙
解
』

『
大
和
名
所
図
会
』
な
ど
も
同
様
の
記
事
を
揚
げ
て
い
る

が
、
あ
と
の
二
書
は
明
日
香
味
噌

(飛
鳥
味
噌
)
と
も
い
う
と
し
、

『拙

解
』
は
飛
鳥
寺

(元
興
寺
の
別
名
)
の
産
物
だ
か
ら
と
い
い
、

『
図
会
』

は
飛
鳥
川
の
ほ
と
り
だ
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

法
論
味
・噌
の
名
は
、
す
で
に

『
下
学
集
』
や

『
節
用
集
』
に
み
え
る

法 論味噌売 り

(「七十一番職人歌合」)
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が
、

一
五
〇
〇
年
ご
ろ
の

「
七
十

一
番
職
人
歌
合
」
に
、
法
論
味
噌
売
り
の
絵
が
描
か
れ
て
い
て

「
わ
れ
も
け
さ
奈
良
よ
り
き
て
く
る

し
や
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

『
下
学
集
』
は
、
世
俗
の
言
と
し
て
、
法
論
味
噌
と
い
う
の
は
、
南
都
の
大
寺

で
法
論
の
時
に
用
い
た
か

ら
だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
江
戸
中
期

の

『塩
尻
』
も
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

法
論
み
そ
、
も
と
南
都
の
製
な
り
、
興
福
寺
維
摩
会
十
月
法
論
日
を
わ
た
る
、
講
師
等
小
水
の
た
め
に
座
を
し
り
ぞ
く
事
を
う
し
と
し
て
、
黒

豆
鼓
を
食
う
故
に
、
法
論
み
そ
の
名
あ
り
と
か
や
い
へ
り

果
た
し
て
小
水
を
と
ど
め
る
効
果
が
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
。

そ
の
製
法
に
つ
い
て

『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
に
は

「黒
豆
に
て
製
す
る
よ
し
」
と
だ
け
あ
る
が
、

『雍
州
府
志
』

に
は
、
京
都

の
柳
馬

み

そ

場
五
条
に

一
軒

こ
れ
を
つ
く
る
家
が
あ
る
と
し
て

「凡
そ
法
論
味
噌
を
製
す
る
法
、
黒
豆
之
を
煮

て
砕
き

て
豆
鼓

を
つ
く
る
。
南
都
製

し

ぼ

す
る
所
は
布
巾
に
て
之
を
搾
り
汁
を
取
り
、
物
を
煮
る
の
料
と
な
す
、
こ
れ
を
伊
呂
と
云
ふ
、
そ
の
汁
を
採
る
も
の
乾
燥
し
て
之
を
食

す
る
に
堪
え
ず
、
洛
下
の
製
造
は
汁
を
取
ら
ず
、
故
に
滑
潤
に
し
て
味
美
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
は

町
へ
売
に
い
つ
る
男
、
柿
染
の
か
た
び
ら
を
上
張
に
着
る
事
、
こ
れ
ほ
ろ
み
そ
売
の
看
板
な
り
、
曲
物
に
査
麗
な
る
こ
も
を
覆
ひ
さ
し
荷
ひ
何
方

に
て
も
下
に
置
事
な
し
、

一方
を
高
き
所
へ
持
せ
置
き
、
人
に
ふ
み
こ
え
さ
せ
ぬ
よ
し
、
子
な
き
女
、
此
ぼ
ふ
を
こ
ゆ
れ
ば
か
な
ら
ず
く
わ
い
に

ん
す
と
い
へ
り

と
い
う
風
に
、
法
論
味
噛
売
り
の
風
態
を
描

い
て
い
る
。
だ
が
、
法
論
味
噌
の
生
産
や
販
売
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
垣
間
み
る
に
足
る
史

料
は
な
い
。

か
す
づ
け

糟
漬
の
歴
史
は
古

い
が
、

こ
れ
を
代
表
す
る
の
が
奈
良
漬
で
あ
る
。

『
毛
吹
草
』
に
は
、
「漬
香
物
」
と
あ
る
が
、

奈

良

漬

奈
良
漬
の
名
は
、
す
で
に
天
正
十
八
年

(蕘

○)
の

「
北
野
社
家
日
記
」
や
慶
長
二
年

(
蕘

七)
の

「
神
谷
宗
湛
献
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立
日
記
L
に
み
え
る
、

慶
長
八
年

(一六〇三)
に
刊
行
さ
れ
た

『
日
葡
語
彙
』

に
も
、

奈
良
漬
は
、
奈
良
の
漬
物

の

一
種

で
香
物

の
代
わ

り
に
使
う
と
あ
る
。
銘
酒
と
う
た
わ
れ
た
南
都
諸
白
の
糟
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

慶
長
年
間
、
中
筋
町
の
医
者
糸
屋
宗
仙
が
白
瓜
を
酒
粕
に
漬
け
て
つ
く

っ
た
の
が
そ
の
起
源
で
、
大
坂
冬

の
陣

へ
の
途
次
、
奈
良
に

泊
ま

っ
た
家
康
に
献
上
し
て
好
評
を
得
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。

元
禄
八
年

(ご
ハ九五)
の

『
本
朝
食
鑑
』

に　　
　

香
の
物
に
数
種
あ
り
、
糟
漬
、
甘
醴
漬
、
未
噌
漬
、
糠
漬
、
乾
し
瓜
等
な
り
、
糟
漬
は
家
々
こ
れ
を
競
造
る
。
た
だ
和
の
奈
良
漬
、
摂
の
豊
田
、

な

森
口
を
以
て
上
と
為
す
。
故
に
他
の
造
る
も
ま
た
奈
良
漬
と
称
す
。

と
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
奈
良
漬
が
す
で
に
糟
漬
を
代
表
す
る
地
位
を
得
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

村
井
古
道
は
、
奈
良
漬
を
た
た
え
て

「青
に
よ
し
の
青
瓜
な
ら
の
葉
の
土
大
根
酒
糟
に
調
和
し
た
る
な
ら
漬
共
香
物
と
も
い
へ
り
、

ハ
ケ
シ

あ

あ

是
は
こ
れ
寒
造
の
属
き
糟
に
や
し
な
は
れ
甚
芳
し
く
風
味
に
堪
れ

ハ
な
り
、
鳴
呼
な
ら
漬
な
ら
漬
貴
賤
の
饗
膳

に
も
て
な
さ
れ
献
立
第

　
マ
マ
　

わ
ら

び
と
り

一
の
烈

に
並

ひ
…

…

…

」

と

記

し

、

「
奈

良

漬

に

女

中

の
酔

や
蕨

採

」

と
詠

ん

で

い

る
。

ま

た
、

幕

末

の

『
守

貞

漫

稿

』

に

は
、

か
う
の
も

の
は
、
味
噌
漬

を
本
と
し
、
古
は
味
噌
を
香
と
云
よ
し
或
書

に
云
り
。
今
製

は
惣
て

の
疏
菜

を
塩
、
或
は
酒
粕
等

に
漬
た

る
を
云
也

。

酒

の
粕

に
は
白
瓜

・
茄
子

・
大
根
等
を
専
と
す
。
何
国

に
漬
た
る
を
も
粕
漬
と
も
奈
良
漬
と
も
云
也
。
古

は
奈
良
を
製
酒

の
第

一
と
す
る
故
也
。

と

あ

っ
て
、

白

瓜

以

外

に
茄

子

や

大

根

も

漬

け

る

よ

う

に
な

っ
て

い
る

の

と
、

奈

良

漬

が

南

都

諸

白

に
負

う

と

こ

ろ
が

大

き

か

っ
た
と

し

て

い
る

の
が

注
意

さ

れ

る
。

奈

良

漬

が

広

く

人

々

に
賞

味

さ

れ

る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

は
、

川

柳

の
題

材

に

な

っ
て

い
る

こ
と

か

ら

も

う

か
が

え

る

で
あ

ろ
う

。

な
ら
づ
け
に
ひ

ょ
っ
と

お
の
字
を
付
け

る
下
女

ほ
ん
の
り
と
嫁
奈
良
漬

の
舟

に
酔

ひ

、
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饅
頭
の
開
祖
は
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
林
小
路
に
住
ん
で
い
た
林
宗
二
(ト
咽
砒
从
一)で
あ
る
と
い
う

饅

頭

(
『松
屋
名

物
集
』
)。

宗
二
は
、

室
町
時
代
の
は
じ
め
、
建
仁
寺

の
竜
山
徳
見
に
従

っ
て
中
国
か
ら
来
朝
し
た
林
浄
因
の
子

孫

で
、
宗
二
の
父
道
太
の
と
き
、
応
仁
の
乱
を
避
け
て
奈
良

に
来
住
し
た
と
み
ら
れ
る
。
宗
二
は
、

『
源
氏
物
語
林
逸
抄
』
を
著
す
な

ど
、
町
人
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
家
業
と
し
て
饅
頭
屋
を
営
み
、
彼

の
開
板
し
た

『
節
用
集
』
は
饅
頭
屋
本
と
呼
ぼ
れ
た
。
そ
の

一
族
は
京
都
で
開
業
、

の
ち

「塩
瀬
」
と
な
る
。

『奈
良
坊
目
拙
解
』
は
、
林
家
が
住
ん
で
い
た
の
で
林
小
路
の
名
が
生
ま
れ
た
と
い

わ
れ
る
が
、
林
小
路
の
名
は
林
家
の
奈
良
在
住
以
前
に
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
説
に
は
根
拠
が
な
い
と
い
い
、
宗
二
の
末
孫
が
京
都
に

ふ
く

さ

移

っ
て
塩
瀬
を
号
し
、
饅
頭
と
茶

の
湯

の
紫
拭
巾
を

つ
く

っ
た
と
し
て
い
る
。

元
禄
四
年

(宍
空
)
の
饅
頭
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
(享
蘇
絆
黼
臨
齣
默
鰤
欄
)。

饅
頭
屋
并
饅
頭
之
員
数

一
手
貝
筋
九
軒

一
花
芝
5
橋
本
迄
九
軒

一
今
御
門
肘
塚
迄
七
軒合

二
十
五
軒
ア
リ

一
小
麦
高

凡

五
百
石
余

一
餅
米
高

凡

五
十
石
余

一
小
豆
高

百
五
十
石
余

一
砂
糖

三
万
斤
余

銀
高

四
十
九
貫
目
余

右

ハ
元
禄
四
未
年
十
月
十
四
日
二
積
リ
如
此
也

は
じ
め
の
こ
ろ
の
饅
頭
は
、
野
菜
な
ど
を
入
れ
た
野
菜
饅
頭
だ

っ
た
の
だ
が
、
小
豆
や
砂
糖
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら

み

る

あ
ん

と
、
元
禄
の
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
餡
入
り
の
饅
頭
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
右
の
史
料
に
よ
る
と
、
元
禄

四
年
二
五
軒

の
饅
頭
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屋
を
数
え
た
わ
け
だ
が
、
翌
元
禄
五
年
は
、
再
建
さ
れ
た
大
仏
の
開
眼
供
養

の
年
、
諸
国
か
ら
参
詣
人
が
相

つ
ぎ
、
饅
頭
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
、
郡
山
や
今
井
か
ら
も
二
〇
軒
ほ
ど
の
饅
頭
屋
が
出
張
し
て
き
た
と
い
う
。
饅
頭
を
み
や
げ
と
す
る
も

の
も
あ

っ
て
、
奈
良
饅

頭
の
名
が
ひ
ろ
ま
り
、
名
物
と
し
て
の
地
位
も
固
め
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
寺
院
で
用
い
ら
れ
る
菓
子
を
山
菓
子
と
い
っ
た
が
、
そ

の
大
半
は
饅
頭
だ

っ
た
と
い
う
か
ら
(今
も
仏
事
に
饅
頭
を
用
い
て

い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
)、
南
都

の
寺
院

の
需
要
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

村
井
古
道
は

『南
都
名
産
文
集
』

に

は

べ

里
諺
日
、
饅
頭
屋
宗
二
林
小
路
に
住
居
し
饅
頭
を
家
風
と
す
、
紅
粉
を
も
て
ま
ん
ち
う
の
中
央
に
林
の
字
を
書
、
家
名
の
証
と
し
侍
る
、
今
と
て

も
春
日
社
興
福
寺
会
式
等
に
用
ゆ
る
饅
頭
、
丹
砂
紅
粉
の
一
点
と
な
す
、
是
其
遺
風
と
か
や

と
記
し
、
饅
頭
を
た
た
え
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
い

っ
て
い
る
。

(う
)

(ゆ
)

ま
ろ
き
こ
と
は
春
山
の
雪
礫

む
ま
き
こ
と
は
仙
家
の
桃
李

ち
う
気
を
補
し
臓
腑
を
和
す

う
れ
ひ
に
用
ひ
嘉
儀
を
祝
す

十
九
世
紀
を
迎
え
る
と
、
饅
頭

の
ほ
か
に
新
し
い
菓
子
が
登
場
し
て
く
る
。

『
大
日
本
名
産
図
会
』
に
火
打
焼

・

火

打

焼

な

ど

井
伝
坊
菓
子
が
み
え
、

第

一
節
で
示
し
た
よ
う
に
、

嘉
永
二
年

(穴
究
)
の

「
大
和
国
細
見
図
」
に
は
居
伝
坊

・

火
打
焼

・
蕨
餅
な
ど
が
み
え
、
居
伝
坊
に
は

「春
日
祭
事

二
用

ル
茶
菓
子
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

ぶ

と

火
打
焼
は
、

『南
都
名
産
文
集
』
に
み
え
る
館
鮭
(孺
汨
黼
齢
鰤
昂
啾
硫
菓
)
か
ら
変
わ

っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
は
じ
め
は
み
そ
餾
で
、
砂
糖

蹈
を
使
う
の
は
明
治

に
な

っ
て
か
ら
だ
と
い
う
。

寛
政
三
年

(
一究
一)
の

『
大
和
名
所
図
会
』
に
春
日
の
水
谷
橋
北
詰

の
擔
茶
屋

の
絵

が
あ
り
、

こ
こ
で
火
打
焼
を
商

っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
火
打
焼
は
十
八
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
赤

膚
山
の
奥
田
木
白
が

つ
く

っ
た
銘
々
皿
で
、

「
春
日
御
茶
屋
火
打
焼
」
の
文
字
に
鳥
居
と
鹿

の
絵
を
配
し
た
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
奈

良
で
は
、
子
ど
も
が
間
食
を
せ
が
む
と
、
親
が

「
な
ん
ど
は
春
日
の
火
打
焼
」
と
応
じ
た
と
い
う
。

「
な
ん
ど
」

と
い
う
の
は
、
子
ど

も
が
間
食
に
お
菓
子
が
ほ
し
い
と
き
、

「
な
ん
ど
お
く
れ
」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
火
打
焼
は
、
子
ど
も
た
ち
の
あ
こ
が
れ
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館 鮭(『南都名産文集』)

 

老
夫
婦
が
大
仏
殿
の
回
廊
東
門
内
に
蕨
餅

の
茶
店
を
開
い
て
い
る
。

の
お
や
つ
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

宝
永
六
年

(
一七〇
九)
の
大
仏
殿

の
落
慶
法
要
に
お
ま
い
り

し

た

人

の
参
詣
記

『
寧
楽
土
産
』
に
、

「
八
幡
前

に
は
蕨
餅
の
茶
屋
あ

ま
た
た
て
に
け
り
」
と
あ
る
か
ら
、
蕨
餅
が
名
物
に
数
え
ら
れ
る

ま
で
に

一
世
紀
半
も

の
長
い
歴
史
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ

つ
し

東
大
寺

の
僧
が
雑
司
に
命
じ
て
若
草
山
の
蕨

の
根
を
と
ら
せ
、
こ

く

ず

れ
を
葛

の
よ
う
に
処
理
し
て
食
べ
た
と
こ
ろ
美
味
だ

っ
た
の
で
、

一
山

の
集
会

の
折
り
砂
糖
を
ま
ぜ
て
茶
菓
子
と
し
て
供
し
た
の
に

始
ま
る
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。
幕
末

の
安
政

の
こ
ろ
、
雑
司
村
の

青
丹

よ
し

の
こ
と
は
、
嘉
永

二
年

(
一八咒
)
の

「
大
和
国
細
見
図
」

に
も
あ
ら
わ
れ

て
い
な

い
し
、
確

か
な
史
料
も
な

い
。

『
大

和

百

年

の

歩

み
政
経
編
』
(黻
朖
新
)
「
奈
良

の
名
菓
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
下
御
門
町
東
側

の
菓
子
舗
藤
原
直
次

の
と

こ
ろ
で

つ
く

ら
れ

た
の
が
始
ま
り
と

い
う

(以
下
同
書
は
高
橋
福
治
郎
氏
か
ら

の
聞
き
取
り
に
よ
っ
た
と
い
う

)。
藤
原
家
は
大
乗
院
や
中
宮
寺

の
御
用
を

つ
と
め
て
い
た
老
舗

で
あ

っ
た
。
直
次

は
、
粳
米
を
炒

っ
て
粉

に
し

砂
糖
を
ま
ぜ
て
か
た
め
、

こ
れ
を
四
角

に
切

っ
た
炒
米
糖
と
い
う
菓
子
(呪
畝
鄭
碗
歓
睦
瞼
坩
齔
も
)
を

つ
く
り
だ

し
た
。
た
ま
た
ま
中
宮
寺
で
こ
れ
を

口
に
し
た
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
そ
の
妙
味
を
た
た
え
、
こ
れ
か
ら
は
青
と
赤

の
二
色

の
も
の
を

つ
く
り
、
白
雲

(雪
あ
る
い
は
霰
と

い
う
説
も
あ
る

)
の
模
様

を
配

し
た
短
冊
形

に
し
、
名

を

「
青
丹
よ
し
」
と
す
る
よ
う
、
教
示

し
た
と

い
う
。
こ
れ

に
従

っ
て
直
次
は
、
仰

せ
の
と
お
り
の

「
青

丹
よ
し
」
を

つ
く
り
、
奈
良
は
も
ち
ろ
ん
京
都

で
も
好
評

を
得
た
。

京
都
加
茂
社

の
中
大
路
季
鷹
が
光
明
院
町

の
旅
宿

「
道
武

」
に
来
泊
し
た
折
り
、

こ
の

「
青
丹

よ
し
」
を
求
め
、

つ
ぎ

の
歌
を
詠

ん
で
い
る
。

い
に
し

へ
の
奈
良

の
都

の
み
や
び
さ

へ
青
丹

よ
し
て
ふ
色
に
し
ら
れ

つ
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